
まちのわだい
第６代こにゃん市長にジュリアーノ

　湖南市観光協会が立ち上げたインターネット上の仮想都市
「こにゃん市」の第６代市長選挙が行われ、雄ネコのジュリアー
ノが当選しました。

　こにゃん市ホームページ
で行われた投票は、投票総数
7,235票のうち2,951票を獲
得し、圧勝となりました。
　ジュリアーノと飼い主で秘
書の豊永勝弘さん、町子さん
（桐松）の出会いはおととし７月。道端でぐったりしているところを近所の子ども
たちが見つけ、豊永さんが引き取りました。
　ジュリアーノを育てるなかで「なんでこんなにかわいい子を捨てるんだろ
う。ほかの方法を考えてほしかった」と感じた豊永さんは「捨て猫のない社会
へどうしたらいいか考えていきたい」と話していました。
　人懐っこい性格のジュリアーノは、今後イベントなどで湖南市や動物愛護
のPRを行います。見かけたときは声を掛けてみてニャ！

元気に育っておいしいお米に！
� たんぼの学校

　５月９日、菩提寺の田んぼで、菩提寺小学校と菩提寺北小学校の５年
生が田植えをしました。２校が兄弟校であることから、約15年前から合
同での田植えが行われています。
　当日はあいにくの雨模様でしたが、はだしで田んぼに入った子ども
たち。最初は「足がぬるぬるする！」と言いながら苦戦していた様子で
したが、地域の農業ボランティアの皆さんに手伝ってもらいながら、一
つひとつ丁寧に苗を植えていました。
　９月には稲刈りをし、とれたお米は学校で調理して食べる予定です。

▲ジュリアーノと秘書の豊永さん

誰もが安心して暮らせるまちに
�「安心・安全のまちづくり」ネットワークに関する協定

　５月９日、甲賀警察署と協定を締結しました。
　協定では犯罪や交通事故防止や、高齢者などの安全を守る
ため、市と警察が連携を密に図り、安心安全なまちづくりに
取り組むことを定めています。
　協定式では、甲賀警察署あんぜん・あんしん特命捜査官の
前川保志花さんが司会を務め、こにゃんも参加しました。
　市では、今年１月から行方不明高齢者などの早期発見保護
をめざす「おかえりネットワーク」の運用を開始しました。今
後も湖南タウンメールなどで詐欺被害や事故防止、行方不明
者などの情報を発信し、市民の安心安全を図っていきます。
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あなたの周りの身近な出来事や
� 話題をお待ちしています。
秘書広報課　☎71 ● 2300　 72 ● 1467

児童福祉週間の標語で入選
� 柏原真珠さん

警察功労　瑞宝双光章
石川　翼さん

熊本のためにできることを　石部中学校で募金活動
　石部中学校生徒会が、熊本地震被災者支援のために校内で集めた義
援金を、４月26日、市社会福祉協議会に届けました。
　募金活動は４月19日から26日まで毎朝行われ、生徒や保護者、教員
から義援金39,583円が集まりました。募金を手渡した後村紗希さん
（３年）は「熊本地震を受けて、少しでも熊本のかたの役に立てばと思
い、始めました。私たちの気持ちが伝わればと思います」と話していま
した。

　４月29日に発令された
危険業務従事者叙勲で、
石川翼

よく
さん（みどりの村）

が瑞宝双光章を受章しま
した。
　昭和42年に滋賀県警察
に入庁以来38年間にわた
り警察職務に従事し、犯
罪予防と交通事故防止に
努めるなど、地域の治安
維持に尽力しました。
　「このような章を受けられたのは地域や家族のおか
げです。今後は、安全で住みよいまちづくりに協力して
いきたい」と話していました。

　厚生労働省が行う、平成28年度児童福祉週間の標
語募集で、石部南小学校５年の柏原真

み み
珠さんの「大

丈夫　ひとりじゃないよ　みんないる」が入選作品
に選ばれました。受賞
後、柏原さんは「みん
なに『ひとりじゃない
よ』ということを伝え
たくてこの標語をつ
くりました。自分で考
えた標語が選ばれた
と聞いてびっくりし
ましたが、嬉しかった
です」と話してくれま
した。

昨年度は近江下田焼さんの場所をお借りして、伝統工芸の歴史
や空気を感じさせてもらいながら、2年後の陶芸家としての独立
へ向けた商品開発をさせてもらいました。

今年度はそれらを糧にしつつ、現代のライフスタイルにあった独
自の陶芸を追求していきます。人間らしさや、温もりや情緒を感
じるような、湖南市の物産へと成長していければ本望です。
現在、窯 (レンタルや中古販売 )と、地元の粘土や木の灰なども探し
ています。湖南市の風土と交わった陶芸へとなっていくのも楽しみで
す。手作りの器は食卓が特別になります。些細な日常が、かけがえ
の無い日常に感じられるような、そんな器づくりをめざして参ります。

めざ

おめでとうございます
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